
部活動の再開における留意事項 

綾川町立綾南中学校 

 

１ 基本姿勢について 

 

  活動における様々な状況を想定しながら、「密閉・密集・密接」が同時に重なること

がないよう活動内容や方法を工夫し、可能な限りのリスク回避の対応を行う。 

 

 

 

 

 

２ 具体的留意事項について 

 

・ 活動開始前に健康観察を行う。 

その際、生徒に倦怠感、体調不良等の症状がみられる場合には、部活動への参加を

見合わせ、自宅で休養するよう指導する。 

 

・ 準備運動をいつも以上に時間をかけて入念に行い、活動開始 1週間程度は全力を発

揮する活動を控えるなど、過度の負担が生じないよう配慮する。 

 

・ 生徒が密集する活動や、生徒が近距離で組み合ったり接触したりする場面が多い活

動、向かい合って発声したりする活動については、地域の感染状況等を踏まえ、安全

な実施が困難である場合、当面の間、密集せずに距離を取って行うことができる活動

に替えるなどの工夫を行う。 

 

・ 部活動で使用する用具等については、生徒間で不必要に使い回しをしないよう留意

する。 

 

・ 体育館や教室など屋内で実施する部活動については、その場所のドアを広く開け、

こまめな換気や適宜消毒（消毒液の設置、生徒が手を触れる箇所の消毒等）を行う。 

 

・ 活動時間や休養日については、本校のガイドラインを厳守する。 

その際、感染の拡大防止の観点から、より短時間で効果的な活動の実現に積極的に

取り組む。 

 

密閉：密閉空間であり換気が悪い 

密集：手の届く距離に多くの人がいる 

密接：近距離での会話や発声がある 

 


